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1) L. S. Mercier， Tableau de Pa円$， T. 4， p.289 
2) ガンはこの点に， 世論の観念。展開におけるイギりスの先行性を見出している。 J.A. W 
Gunn. Beyond Liberty and Property， Kingston and Motreal， 1983， Ch. 7. 






















3) cite da回 K.M. Baker，‘Politique et opinion publique SQUS l'AncIen Regime: A問。lω
E. S. C. jan.-fev. 1987. p. 54. 
4) 世論白観念についで，市民的公共の観奇から示唆に宮前r理論的考察事とおtな勺たのはハー パー
マスである。 J ハーパーマス「公共性四構造転換~ (細笹貞雄訳，未来社.1973竿〉。さらに M
Ozouf，‘L'opi回。乱 publique:K. M. 8aker， French Revol叫 ional1d Political Culture. 1987. 
pp. 419-434. K. M. Baker， . Politique et opinion publique sous l'Ancien Regime: op. cit 
pp. -41-71を参同咽
5) cite dans M. Ozouf，中 cit.p. 422 



























崎喜代治 ilB世紀におけるパルルマンと王権， 1. IJ. r経済論叢J].134巷5-6号， 135巷5・6号ー




















だけでな〈プザY ソ円ディジョン，fノレノ プツレなど地方のパノレノレマ γが，
租税法院が，増税に抗議する建言書を提出した730
とれらの抗議とならんで，父ミヲポーの『租税の理論~ (1760年)，匿名の著
者による『国家の宮.D (J763年〉など，租税問題を論じた書物やパY フ νット
が数多〈刊行され，人々の注目を集めたのそれらの多〈は，その場しのぎの増
税にかえて，土地に基礎をおく単一税を求めるものであった。このような抗議
7) 木崎喜代治，前掲論文 C1)， 34-36ベージ， Cn) 1-5ベー ジ J.Egret， Ibid. pp. 92-108. 
マルゼルプについては，木崎喜代治氏の入:昔、な研究， rマルゼルフ~ ，岩波書席" 1986年を参照
されたい。租税とならんで注目を集めたもう--..J~問題は穀物取引の自由化。問題 Cあった。阪
上孝「空間の政治経済学ム樋口謹一編『空聞の世紀ム筑摩書房，羽田年，を審照」






















よるパノレノレマソの抵抗， というパタ -yの反復が， バノレノレ-，.y全世論の代表者
の地位に押し上げた山。とうして，沈黙を命じる王権とそれに抵抗して声高に
8) J. Egret， o.少.cit. p. 99 
9) K. M. Baker，叩 cit.pp. 41-45. 
10) J. Egret， op; cit. p. 95 
11) 木崎喜代治，前掲書， 269ベージ。






















13) J. Egret，。ψ.cit. p. 95 
14) W. Doyle， . The Parlements of France and the Breakdown of the Old Regime 1771-1788: 
French Hist加日lStudies， No. 6， 1970， p.453 しかしドイルによれば，世論を背景としたハ





15) 世論の観念は代表の観念と密接な関係にあるが，この点についてはさしあたわ， K. M. Baker， 
‘Representation: K. M. Baker， French Revolution and Modern Political Cul&ure， pp. 469-
491 を参照。























16) J. Egret， op. cit. pp. 95-96 
17) ルソー の世論観につい ζは作田啓一『ジャンー ジャック ノレソ ム J、文書院 1980年， 59-70 
へ ジ参照沿なお， 'レソー 白世論の観念を詳細に検討した大著 C.Ganochaud， L'opinion pub 
lique chez Jean-Ja.cques Rousseau， Paris， 19剖がある。ルソ かり白引用は出水社版『ルソ
全集』により，本文中に記したが，必要に応じて訳文を変更した場合もある。
8 (314) 第 141巻第6号
されることを望むようになりはじめ，公の尊敬が一つの価値をもったのであ























加えて，第三の法として，徳と恋徳を判定する『世論ないし世評。法」をあげており 7 ルソー も
それを参照している白ではないかと考えられる。ただハー ノミー マスのいうように， ロックにおい
ては世論は市民的公共性を獲得した良心とし寸資崎乞もっとすれば，ノレゾー の評価はのちに見る
ようにロックとは反対のベクトルでなされているといわなければならない。
世論の観念についτ く315) 9 
る議論をどう考えるべきか。
この問題を考えるための鍵は， <規定する〉と〈生ぜしめる〉の相違にある


























なければ，習怖を変える力はありません，J(~ダランベ ル氏への手紙.!]， 92.へ ジ)，




























世論の観念について (317) 11 
これらの指導者は手慣れた部略の手腕によって世論の支配者となり，世論によ
って名声を，さらには個人の運命をも左右し，その結果国家の運命まで支配L























Ganochaud， ot. cit. p.157.また世論を一般J[f，;古にきわめて近いもりとみなすハー ハー マスの議
論仏も疑問がある。〈前掲訳書， 136-139へー ジを参照、〉 般意志と世論の関時は自愛心と自尊心
の関係と同じであって，後者は前者の疎外体だと考えるべきだと私は思う。


















































22) そー プー のクー デタについては，木崎喜代泊， 前掲論文(11)，石井三記「一八世紀フランス
の「国制」最J，樋口編，前掲書所収を参照。
23) 木崎喜代拍『マルぜルプ".J]， 261-264ζ シー。
24) Remontrances de la Cour des Aides de Paris， du rnai 1775， a.問 rest叫ditesde Males-
herbes， Paris， 1808，この建吉書の円容は木崎喜代泊『マルゼルプ~ 284-281へー ジに紹介されて
いる。





















25) Iあらゆる権力から独立しj あらゆる権力が尊重する一つの法廷が樹立された。 ー この公衆
の法廷が地上りすべぐの裁判官のうちで至上白裁判官であると k令認めない永のはだれもなかっ




sur le commerce des bles， 1776， (El叩 resde C01耐 cet，Paris， 1847-1849， T. 1. p. 201 
26) Ibid. p. 151 出版統制局長であったマルゼルフー は『出版論1(1759年)で出版の自由の重要性
を説いていた。木崎，前掲書， 156-181ペー シ参照」
21) J. Necker， Administratュonsprovinciales， 1778， (Euvres completes， reimp. 1970， T えpp，
364-3e弓


























28) J. Necker， Ibid以下，本書からの引用は本文中にへ←ジ数のみ示す。また，ネッケルむ世論
観につL、ては， K. M. Baker， o.ρ cIl. pp. G9-G4を参照。
16 (322) 第 141巻第6号
「この偉大な君主はすべてを自分に引き寄せ，あらゆる種類の褒賞を自分一人
で与えることを望んだ すべての事情が，国民が偉大な王の称賛のみを求


















































呂町 Archieves parlementairω， T. 8， p. 118. 
30) L. Hunt， Politics， Culture， and Class in the French Revolution， Berkeley， 1984， pp. 18-20. 






















31) M. Robespierre， Discours sur l'inJ1uence ie la calomnie sur la Revolution， 28 oct. 1792. 
ロ~)mりres de M. Robespurre， Paris， 1958， T. 9， pp. 44-60 
32) cf恥f.Ozouf， ot. cit. p. 431. 
